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皿

〈小学校音楽部会〉

研 究 主 題

「一人一人の児竜の音楽活動を豊かにす る指導 と評価」

研 究 の概 要

本 研 究 では 、昨年 度 の音楽 活動 の基礎 的 ・基本的 な能 力 を培 うための指 導 と評価 の一 体

化 、及 び個 に応 じた指導 の在 り方 につ い ての研究 を踏 ま え、一 人一 人 を生 か しな が ら、主

体 的 で創 造 的 な学習活動 が展 開 され るた めの指導 と評価 につ いて 、実践 を通 して よ り明確

にす るこ とと した。

そ こで 、研 究主題 を「一 人一 人 の児童 の 音楽活 動 を豊 か にす る指 導 と評価 」と し、"自 己

評 価 力 ・相 互評価 力 を高 め るた め の指 導 の 工夫""発 展的 な指 導 や補 充的 な指 導 の 工夫"

に視 点 を置 いて 、研 究 開発 を行 った。

皿 研 究 の 内 容

1研 究 主 題 につい て

児 童 が主 体 的 ・創 造的 に音 楽活 動 をす るた めには、教 師 は 、児童 一人 一人 が学習 の め あて を

も ち、 自分 の方 法で 活動 し、 自己 を振 り返 る とい った"自 己学 習 力"を 高 め る指導 を して い く

こ とが 大切 で あ る と考えた。

そ の た め に、① 学 習指導要 頒 に示 され た基礎的 ・基本 的 な 内容 の確 実な 定着② 自 ら学 び 、 自

ら考 え るカ の 育成③ かか わ りで 育 まれ る豊か な人 間形成 、 を重視 した授 業 を 自己評価 力 ・相 互

評価 力 を 高 める指導 の工夫 と、発 展的 な指導 や補充 的な指 導 の工 夫 に視 点 を置 いて研 究開 発 し、

検 証 を重ね た。
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2研 究 の視 点

一人 一人 の 児童 が主 体的 ・創 造 的 に音 楽 活動 を楽 しみ な が ら、情 意面 と能 力面 をバ ラ ンス よ

く高 め て い くた めに は、学習集 団 の 中にお け る一 人一人 の児童 の 自己学 習力 を 高め なが ら、個

に応 じた指 導 と評 価 を して い くこ とが大切 で ある。 それ は、学校 の音楽 の授 業 にお いて 、児 童
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が音 楽 を合 わせ た り聴 き合 った り しな が らか か わ り合 い、お 互い のよ さに気 付 き 、認 め合 うこ

とを通 して一人 一人 が生 か され 、成 就感 や感 動 を共 有 し、音 楽的 に高 まって い くこ とが大切 で

あ る と考 えた か らで あ る。 この考 えに立 ち、研 究の内容 を次 の二 つの視 点で 焦点化 し、授 業 を

通 して検 証す る こと と した。

(1)自 己評価 力 ・相互 評価 力 を高 め る指 導 の工 夫

学 習集 団の 中で児 童が 互 いに かか わ り合 いなが ら主 体的 ・創 造的 に学習 を展 開 し、最終 的

に 自己 の学 習 を価値 付 け、個 の 学 び を確 立 して い くた めに 、本研 究 で は、児童 の 自己評価 力

・相 互評 価力 を 、育て た い資質 ・能 力 として とらえた。

① 児童 に よる評価 を整 理 ・修正 し価値 付 け、次 の指導 へ生 かす。

児 童 一 人一 人が 、学 習の め あて をもち 、 自分 の方法 で主体 的 に活 動 し、 自己 を振 り返 る こ

とに よ り"自 己学習 力"を 高 めなが ら、音 楽 の質的 高ま りへ と学習 を展 開 してい く ことが で

き る と考 えた。

ま た相 互評 価の場 面にお いて 、児 童が 、か かわ り合 いや認 め合 い を通 して 、 自他の よ さに

気 付 きなが ら創 造 的 に学習 を展 開 し、情 意面 と能力 面 とがバ ラン スよ く音楽 的 に高 ま って い

くで あろ うとい うこ とに も着 目 ・重視 し、児 童の 自己評価 、相 互評 価 を整理 ・修]Eし 、価値

付 け、次 時 の指導へ 生 かす。

② 多 様 な評価 資料 を も とに総括 的 に評 価 し、児童 に示す。

自己評 価 、相互 評価 を 生か した多様 な評価 資料 を、児 童へ 示 し、児童 自身 が次へ のめ あて

を もて るよ うにす る。

(2)発 展 的 な指 導や 補 充的 な指導 の工 夫

① 教材 の選択

どの児 童 も質 的 に高 め られ る教材 を選 択 して い く。

②児 童 が相互 に高 め合 える場 の設 定

主旋 律 が なか なか演奏 で きず 、補 充的 な指導 を必要 と してい る児童 も、 また 、主旋律 だ け

で な く副 次的 な旋律 も演 奏す る とい うよ うに、発 展的 に学習 を広 げて い くこ とがで きる児 童

も 、互 いに合 わせ るこ とに よって一 つ の音 楽 を共 有 し、互 いに教 え合 い、補 い合 い なが ら一

っ の 音 楽 をっ くって い くこ とがで き る。 この よ うに 、音楽科 で は教科 の特性 か ら、学習集 団

の 中で 、 どの学習状 況 の児童 も、 自分 の学 習状況 に応 じて別 々 の課題 を取 り組 むだ けで はな

く、お 互い の演奏 を合 わせ た り、聴 き合 った り、工夫 し合 った り、捕 い合 った り しなが ら基

礎 的 ・基 本 的能 力 を身 に付 け 、み んな で 一つ の音 楽 をつ く り、高 まっ てい くこ とを大切 に し

た い と考 えた。 す なわ ち 、個 の 学習 が学習集 団の 中 で価 値付 け され 、豊か に関連 し合 いな が

ら、学 習 が 質的 に高 まっ てい く よ うな教材 の 工夫や 、学習活 動 の指導 の工夫 が大切 で あ り、

指 導の 手 立 てを意図 的 に指導計 画 に組み 込む,

③評 価 の工夫

児 童 の学習状 況 を正確 な記 録 と豊 富 な情報 に よ り適 切 に と らえ、児童 の気 持 ちや願 いに寄

り添 った指導 がで き るよ う、授 業 の改善 に生 か してい く。
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N指 導 事 例

1r自 己評 価 力 ・相 互 評 価 力 を高 め る た めの 工 夫」 の 実践 例

(1)題 材 名 音 の重 な りを 感 じて{第5学 年)

(2)研 究 主題 との関 連

生涯 に わ た って 音 楽 に親 しむ態 度 や 音 楽 とか か わ る意欲 を育 て るた め に は 、 自己 学 習

力 を 育 て る こ とが 大 切 で あ る。 本 題 材 は 、友 達 とか か わ り合 い の 中で 、音 の 重 な りを感

じ取 りな が ら、 自分 の表 現 を 工 夫す る こ と、 ま た 、 児 童 の 学 習 状 況 を把 握 し、 個 に 応 じ

た 指 導 や 評 価 の 場 面 を計 画 的 に行 うこ と、 ま た 、 児 童 自 らの 気 付 き を大 切 に し、 よ り高

い 音 楽 的 価 値 を求 め られ る よ うに な る こ とを 重視 した。

(3)題 材 の 目標 旋 律 と和 音 がつ く る音 の響 き を感 じ取 って 、表 現 を工 夫 す る。

(4)題 材 の評 価 規 準

國 音 楽 へ の 関 心 ・意 歓' 囮 音楽的な感受や表現 日 表現の枝能 目 鑑賞の能力

想度 の 工 夫

題材の評 音 の 重 な りに 関 心 を も ち 、 音 の 重 な りを態 じ取 り、 低音や和音の備きを感 演奏の工夫点や音

価規準 進 ん で 表 現 を 工 夫 し よ う 表現の仕方を工夫 して じ取 り、 音 量 や 強 弱 、 の 響 き 合 い の よ さ

と し て い る 。 い る 。 速 度 な ど を バ ラ ン ス よ を 感 じ取 っ て 聴 い

く演 奏 して い る。 て い る 。

学 習 活動 ① 音 の 重 な りや 響 き に 興 ① 曲 の 特 徴 にふ さ わ し ① リ ズ ム 、旋 律 、強 弱 、 友遂の演奏を聴い

に 即 し た 味 を も ち 、 進 ん で 表 現 し い 豪 現 を 工 夫 して い る. 速度などの要素を感 じ て 、 よ さや す ば ら

具体 的 な よ う と して い る, ② よ り よ い 衷 現 に す る 取 って 演 奏 して い る。 し さ に 反 応 し 、 演

"価 親準 ② 友蓮 と協力 し進んで音 ため楽器 の音量や音の ②旋律の流れに合 う和 奏の工夫や美 しさ

楽 活 動 に 取 り組 も う と し 出 し方 を 工夫 し て い る. 音 の響 き をつ く って 演 を感 じ取 っ て 聴 い

て い る. 奏 して い る。 て い る 。

(5)題 材 の指 導 ・評 価 計 画

時 o学 習内容

・学 習活動

「自己評 価 力 ・相 互 評価 力 を高 め るた め の 工夫 」

〈研 究 の実 際)の 実 践 例

第1次 主 旋律 と和 音 の響 き合 い を感 じ取 る。(2時 間)

1

2

O「 こ き ょ う の 人 々 」

を知 り、曲 想 を っ か む。

・歌 詞 唱 をす る .

・旋 律 を演 奏 す る。

・主 旋 律 と 低 音 を 合 わ せ

せ て 演 奏 す る。

O和 音 の響 きを感 じ取 るe

・ハ 長 調 の 和 音 に つ て 知

楽児 童 に よる 自己評価 な どを基 に、次 時 の児童 へ の手 立て

を考 え る.

(例)児 童 、一 教 師
〔

児童Aの 自己評 価

音 の重 な りの意味 がわ か らない

音 の 重 な りが 感 じ ら

れ るよ うにペ ア学 習

を入れ る。

國①囮①

楽ペ ア学 習で 探 した和 音 が本 当 に合 っ てい るか 、 他 のペ ア と

聴 き合 うこ とで破 か め合 う。(相 互評価)囮 ①
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り、そ の 働 き に 気 付 く。

・旋 律 に 合 う和 音 を 探 し

て 演 奏 す る。

ら

.・ あ れ う 、Dさ ん とEさ ん の 和 音

も 胃 が 違
っ て る よ.

讐 やあ∴1トづぞ轡 辰 獄 う一

蹴 。 煮 烈 の締 飾 つ.てるめ激 ・
ψ

な

相 互評価(児 童 のつぶや き ・気付 き)か ら教師 の指 導 に生 か

す。 岨L

教 師 「いい と ころに気付 いたね,で は、2つ のペ ア の和 音 は

ど う違 うの かみん なで聴 き合 ってみ ま しょう。」

第2次 主旋 と和 音 の 響 き を感 じ取 っ て演 奏 の工 夫 をす るe(4時 間)

3

4

O演 奏 の 工 夫 を す る。

・グ ル ー プ 毎 に 音 楽 の イ

メ ー ジ を 持 ち 演 奏 の 工

夫 をす る。 パソコン使用

楽パ ソ コン教 室 のLANシ ステ ムを活用 し、短 時 間 に児 童 の 意

見や 感 想 を集約す る。 そ して 、音楽 的価値 の気付 きを 工夫 の

手 立て として 、児 童 の言 葉 で分 か りやす く提示 す る。

児 童 の工夫 自②■②

5

・グ ル ー プ の 演 奏 を 互 い

に 聴 き 合 い 、 発 表 会 に

向 け て 練 習 す る。

s-・-Ij1"r
'"

.

寵読
O音 の 重 な りや 演奏 の 工

夫 に 気 を 付 け て発 表 会

をす る.

・工 夫 した こ とや 思 い を

伝 え、 演奏 をす る.

働
も謬 、1耀

音 置

楽 器 の 音 量が

も っ と出 れ ば

いい。

{児 童G)

調
リズ ム

リズ ム を 弾 ま

せ て 弾 い た 。

自分のバ ン ド

の テ ー マ に 合

っ て き た 。

〔児童H)

f ..,

(騨(診
遮 さ

聴 い て いる 人

た ち が楽 しく

な るよ うにテ

ンポ を速 くし

た り し た こ

と。(児 童J)

鍮
含 わ せ 方

み ん な が ち

ゃ ん と 合 う

ようにゆ つ

く り演 奏 し

た 。(児童1)

X自 己 評 価 → グル ー プ ど う しの 相 互 評 価(コ ン ピ ュ ー タ のL

ANシ ス テ ム を活 用)→ 自分 の 演 奏 を振 り返 る一・Wt師 の 評 価

・指 導
児置 畳り遍 りの内冒 敏師の騨価 歓師の手立て

L 丑■を気を付

けたい。

昔の バ ランスが よ

くない 、

オルガンの向 きを工夫 して

メンバー全員で聞き告 え筍

ような形魑を指導す 筍。

M 低音 を覚 え

る。

やる気は あ看のだが

礎盤は苦手で品看。

嬢盤にシール を貼って 目印

を付け惹。

N 1」ズム を工夫

した い。

リズ ムが単 調。 曲葱の寵化畳感1諏 って,

ljズム を工夫 させる。

相互 評価 … パ ソコ ンの グル ー プの フォル ダー を利 用 し、

意見 交換 をす る,(L州 機 能 の活用)
墨自

己評価 ・ ・個人の フォル ダー に 自分の 意見や感 想 を記 す。
$

教師 に よる評価 ・・児童 の変 容や ね らいの達成 状況 を把握 す

る。 國②巨
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(6)考 察

① 児 童 に よ る評 価 を 、 次 時 の指 導 へ 生 かす 教

師 の 工 夫_/

言 ・っぶや き ・ペア学習 に

よる相互評価 ・ワー クシー ト

児 童 の 気 付 きや 感 想 を 、 工夫 の 手 立 て 毎 に

整 理 ・修 正 し、価 値 付 け る こ と に よ り、心 情

的 な 面 か ら、音 楽 的 資 質 の 面 へ 高 ま り深 ま り

が 見 られ る。

② 評 価 の信 頼 性 や 有 効 性 を 高 め る た め の教 師 の 工 夫

学 習 カー ドに は 、教 師 の ね らい や 育 て た い 資質 を 児 童 の 分 か りや す い 表 現 で 、 常 に

明示 して お く。 そ して 、簡 便 に 記 入 す る程 度 の 項 目

にす る と、 毎 時 聞継 続 して 取 り組 む こ とが で き る。

ま た 、そ の 場 で 児 童 の 思 い や 意 見 を集約 す る た め

の 手 段 と して 、パ ソ コン室 のLANシ ステ ムは 有 効

で あ る と考 え る.例 え ば 、 み ん な の 意 見や感 想 を共

有 す る こ とで 、友 達 か ら ア ドバ イ ス を も らう こ とが

で きた り、児 童 が 自 己 を振 り返 り、今 まで の 学 習 の

成 果 や 課 題 を もつ た め に活 用 す る こ と力監で き る。
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瀦 翌貧鑑
"`〆 できる

_爆
パソコンがあれば
、 ・ ・

児量

■

澗嬰

聞取

ワーウ

シー ト

凹o・ 且嵐

`白己郷昌〕
教師の手立て

A 図 △ △
膏の■なり壱5し 取h壱 よう1:サ着

ため.Aア 芋匿をさせ乱

B ⑥ @ ◎ 量音Oリ ズムを工夫させ赴り.調 農

の苫羊な塞堤ちの福琳壱する.

教 師 に よ る 評 価 に つ い て は 、 児

童 の 自 己 評 価 ・相 互 評 価 と 併 せ

て 、 単位 時 間 、 あ る い は 「次 」 毎

に 一 覧 で き る 上 記 の よ うな 評 価 補

助 簿 を使 用 して 、 児 童 の 変 容 を メ

モ で き る よ うに す る。 そ して 、 毎

時 間 の 評 価 規 準 に 照 ら し合 わ せ

て 、題 材 の 途 中 で あ っ て も指 導 と

評 価 の 計 画 を 修 正 ・充 実 させ る こ

とが 大 切 で あ る。
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2r発 展 的な指導 や補 充的な指導の工夫」の実践例

(1)題 材 名 「きいて あわせて」(第2学 年)

(2)研 究主題 との関連

一 人一 人の児童の音楽活動 を豊 かにす るために、低学年 では特 に 、よ りよい音 を出そ うと

す る こ とや 、友達 と合わせ ようとす ることを大切 に したい。 これ ボ 、中学年以降での合唱や

ア ンサ ンブル にお ける 自立 した活動 につなが るか らである。 そ こで 、本題材では、歌唱や器

楽の活動 を通 して 、 自分や友達 の出 してい る音に注意深 く耳を傾 けた り、友達 とふ しを重ね

て演奏す る楽 しさを経 験 させた りしたい と考 えた。

(3)題 材 の 目標

拍 の流 れ にの って、 自分 の歌声や 音の 出 し方に気 を付けて表現す る とともに、二っのふ し

を合 わせ て演奏す るこ との楽 しさに気 付 くよ うにす る。

(4)題 材 の評価 規 準

國 音 楽へ の 閲心 ・意欲 ・ 田音楽的な感受や表 囹衰現の岐能 目 鑑賞の能力

態度 現1の工 夫

題材の評 二っの旋律 を重ね 拍 の 流れ に の っ 発音に気を付けて 楽 曲全体の気分

価規準 て 表現 す るこ とに て 、 歌詞 の 内 容 歌 っ た り、拍 の 流 や音 楽の流れ を

興 味 ・関心 を も ち 、 や曲の特徹 にふ れ にのって演奏 し 感 じ取 っ た り、

進 ん で 表 現 しよ う さわ しい表 現 を た り して い る。 友達の表現 の よ

と して い る。 工 夫 して い る。 さに 気付 い た り

して聴 い て い る。

X3時 間の題 材であ るこ とか ら、題材 の評価規準 を学習活動 に即 して具体的 に示 した。

(5)題 材 の指導 と評価計画(3時 間扱 い)

時 学習 児童 に よる 教 師 に よ る 「発展的な指導や補充的な指導の工夫」の

活動 評価 評価方法 実 践 例 口敵師の手立て楽発展的な指導☆補充的な指導

第 音 色 に気 相互評価 闘 口友達の音色か ら気付 かせ る。

1 を 付 け て 「誰 の 音 が 発 言 、 広 き ・演 楽前半 も弾 くよ う促す。

時 表現する。 きれ いかな」 奏聴敢観察 ☆得意な楽器 を選択 して よい とす る.

第 拍 の 流れ 目己評価 團 口二人で合 わせ て気付 かせ る。

2 を感 じて 「相 手 と合 演 奏 聴 取観 察 ・ 豪☆い ろいろなペアで 、学び合いを図 る。

時 表現する。 っ た か な 」 録画による評価

第 特徴 を聴 相互評価 國 ・幽 口CDを 活 用 して気付 かせ る。

3 き 取 り 、 rど の ペ ア 発 言 、 唾 き 、 衷 ※☆ 一緒 に弾 くこ とで重 ね る楽 し さを知

時 重ね て楽 が きれ い な 情 観 察 ・録画 に る 。

しむ 。 重 なりかな」 よる評価
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(6)考 察

発 展的な指導や補充的 な指導 を工夫す るに当た って、本研 究では、一つの学習集 団の中 で、

どの児童 も生か され る学習活動 が成立す るよ うな指導の手立て を模索 して きた。

① 一っ の楽曲の中で個 々の学習活動 に応 じて音楽活動がで きる教材の工夫

前 ・後 半のふ しが同一和声 に支え られ ているため、 これ らを重ねて演奏す ることがで き、

ふ しの重 な りを楽 しめる楽 曲 「子 どもの世界」 を教材 に選択 した。後 半のふ しに比べ 、前 半

のふ しは難 しいので、後 半のみ を器楽教材 とし、前半は発展的 に扱った。 そ うす る ことで、

全 曲を一 人で演奏できな くて も、友達 とつなげれ ば結果 として全 曲を楽 しむ ことが できた.

さ らに、 これ らふ たつのふ しを重ね て演奏する活動 へ と発 展 させ るこ とがで きた。

口
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② どの児童 も生 か され 、相互 に高ま り合 う学習過程の工夫

ア 補充的な活動を踏 まえ二人組 で合 わせ る活動(第2時)

ふ しが一 通 り弾けれ ば 、 自己評価 では 「できた」 であ って も、教師は 、 「拍 に合 ってい な

い」 「音が濁 る」 と評 価す る場合 があ り、補充的 な指導 が必要 だ と判 断す る児 童 もい る。 そ

こで まず児 童の現状 を受 け止 め、次に学習 の方 向性 を示 せ る よ うに 、「そ う、す ごいね、 じ

ゃあ今 度は二人組 でやってみ よ うか」 と投 げかけた。 二人で合わせ よ うとす る と、 自ず と拍

を揃 えな けれ ばならな くな る。 あるいは 、互いの音 を聴 き合 うた めに は 「自分 の音 だけが聴

こえ る」世界か ら脱 却せ ざるを得 な くな る。 どうした ら合 うのか悩むペ アには、他 の友達 の

所に聴 きに行 くよ う伝えた。 その中で子 どもたちは、拍 を感 じるこ とや よ りよい音色を求 め

る ことに気付 いていった。

A児 「ぼ く示手を叩いてあげ る(拍 を打つ こと)か ら、 それ に合 わせ てひい てみて」

B児 「もっ とや さしい音 を出そ うよ。 こんな感 じ。(や ってみせ る)そ した ら合 うよ」

ま た、 「合 った」児童 には 、相手 を代 えて もい い と伝 えた。 す る と、相手 に よって速度 を

変 えて 、(相 手 に合 わせ て遅 く してあげ るな ど)演 奏す る姿 や、A児 の所 に いって 、 「ぼ く

が手 を叩いてあげるか ら、ふ た りでひいてみた ら」 と声 をかけ る姿 も見 られ た。 こ うして 、

それ ぞれ が、活動 を工夫 しなが ら音 楽的 な気付 きや 能力 を高め るこ とが でき、補充的 な指 導
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を必 要 とす る子は 、友達 とのかかわ りの中でつ まず きの原因 に気付 きなが ら、 自 らを高めて

い くこ とがで きた。

イ 発展的 な指導 に よるパー ト分担 で合奏へ と発展 してい く活 動(第3時)

前時 まで、前 半部分 は、よ く弾 ける児童 のみ が弾 き、それ以外 の児童 は後半部 分 を演奏 し、

それ らをっな げて全 曲を演奏 していた が、 この時間 のは じめにCDで ふ しの重 な りを聴 いた

ところ 「自分た ちも重ね たい」 とす ぐに声 が あが った。 「前 半のふ しの子が 、ふ しの 出前 に

行 きま しょ う」と投 げかける と、fふ し一丁 たのみまあす」 と、あち こちか ら声 が掛かった。

「〈お と ・す 〉って入 るんだ った よ」(前 半の歌詞 「お とぎぱな しの よ うな」の 「お と1

のあ とに、後 半の歌 詞 「す て きなせか い」 の 「す 」 が入 る、 とい うこ とら しい)、 「最後 は

ぴった り重な って た よ」な ど、CDで 聴 き取った ことを もとに、主体 的に活動 が展 開・した。

個々の 児童は 、前時 まで と同 じふ しの演奏 だが、全 体 と しての音楽活動 は深 まっていった。

③学 習状況 の的確 な把握 と、計画 と実際 との比較、指導計画の見直 しを図 る評価 の工夫

ア 児童の学習状況 を的確 に把握 で きる評価方法 を選択す る。

時 学習括顕 獅はる湘 評 価方 法選択の意 図 と、発展 ・補充への配慮

第 音 色 に ・発 言 、 眩 ・よい音色への価値観を育て るため、互いに聴 き合 う場 を設定 し

1 気 を 付 き に よ る 評 た。そ こに教師の助 言による価値の具体化を加 えなが ら、友達の

時 け て 表 価 ・演 奏聴 音色 のよさへの気 付きを促 した。 また、補充的な指導を必要 とす

現す る. 取観察 日 る児童 が、かかわ りか ら音色のよさを学べるよう配慮 した、

第 拍 の 流 ・演 奏聴 取 ・拍 感 を育 て るた め 、 「合 わせ る」 活動 を通 した 自己評 価 を促 し

2 れ を 磁 観 察 ・録 た。 教 師 は 、か か わ りの 中で の つぶ や き を追 うた め 、録 画 を併 用

時 じ て 表 画 に よる 評 した。 活動 の リー ド役 にす る こ とを発展 的 な指導 の 内容 と した。

現す る。 価 匠

第 特 搬 を ・発 言 、1虫 ・児童が各ベア を廻って聴 き、評価 し合 うことで重 な りを確かめ

3 聴 き 取 き 、 表 情 観 られ る よ うに した。 教師 は 、重 な りを 正 し く捉 えた か、楽 しん で

時 り 、 重 察 ・録 画 い るかを発言などか ら評価す るとともに、録画 を継続 し、変容を

ね て 楽 に よ る評 価 確認 した。 楽 しい活動で、無理のない補充的な指導を図った、

しむ 。 國 國

イ 計画 と実際 との違い を検証 し、指導計 画の見直 しを図る。

次頁資料1の よ うな表(一 部 引用)を 用 いて 、前時の評価 と、本時の手立てを記入 してい

った。評価 には録画 による記録 に加 え、個人 ご とのポー トフォ リオが有効で あった。その際 、

低学年 で は記述式 のワー ク シー トは難 しい ので 、シールや スタンプの活用 による記録や、楽

譜へ の書 き込みや ア ンダー ライン といった程度の作業に留 めるよ うに した。 なお 、表中の矢

印 は前 々時 か ら前 時 にか けての変容 を示 したもので ある。!は 、発 展的な指導を必要 としつ

つ ある姿 、、は、補 充的 な指導 を必要 としつ つある姿を表 している。

また、そ の時問の ね らいについては→で ある児童に も、その子 に応 じた手立ては必ず生 ま

れ る。 例 えばこの表 では、録画 を再生 しての評価で奏 法の未 熟な児童 に気付 いた り(前 時
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の評 価 の欄 、A児)、 その他 に も、活 動 中の 表情 か ら、 自信 を引 き出す 個 別 のか かわ りが 必 要

と感 じた児 童(同 、T児)や 、二 人組 で の活動 に際 しての配 慮 が必 要 と感 じた児童(同 、R児)

な どを合 わせ る と、すべて の児 童に対 して、 それ ぞれ次 時 の手 立 てが必要 で あ った りした 。 し

か し、本 時 にはそ の時間 の学習 のね らい が あ り、それ に 沿っ た学 習活 動 が進 行す る 中では 、 実

際 に はす べ て の児 童 に対 して、必 要 と感 じた 手立て を講 じきる こ とは で きなか った。 一 人 一 人

に対 す る評 価 が詳 細 にな るほ ど、個 への手 立 て も詳細 に な る力弍、 それ らの手 立 て と、次時 の ね

らい とのす りあわせ が大切 であ る。

ま た 、本 実 践で は、そ の時間 の評価 規 準 に照 ら して評価す る と、発展 的 な指 導や補 充的 な指

導 の 対象 児童 は毎 時異 なった.固 定 的 な見方 では な く、毎時 間の評価 規 準 に基 づい て適切 に評

価 し、それ を指導 に結びつ けて い くこ とを実感 した。

<資 料1>前 時 の評価(枠 内}と 、本時 の手 立て(欄 外)の 表(部 分)

R児

一 人 で はO

K.M児 と

合わ ず 少 し

イ ラ イ ラ。

M児

最 後 の ア ウ

フ タ ク トか

ら跳 躍 進 行

つ ま ず く.

T児 表 情 に 余裕 な し。A児 演 奏 は ぎ 二ち な

ば ち さば き も 自信 な さげ.い が 、歌 い なが らの りの 口。

ルf児が 鋼 け6

よ ラκ 尺濯 声

ラま ぐか か わ

轟6た 砂 砂支

躍 を ナ6ti

罫 濫 の」古謹 のた めの」動 膨導 をナ づ.

ニメ で浄 、わせ6れ た の で、r出 吻t浄 右 ぜ 　5ベ

ア'ご、な6だ ろ 」。{『ん なか かカ ク声 」生ま轟{5P

ヨ曽を甜 え で

ニス で浄わ ぜ

6n6よ ラ,

引 き甜 き支 躍 、

ブ出滋 ノ 投 に

O児 強 弱 や 音 色 の

工夫 ま で で きて い る。

な 轟6

H児T児 と合 わせ て か9

で き、音 色 も よ くな っ た。

K児N

ど ん どん 速

く な りつ か

え る 。 拍 に

合 わな い。

Y児 ノ

こつ こ つ 練

習 。 だ ん だ

ん ひ け て き

て 嬢 しそ う

<資 料2>見 直 しを した指導計画(第4時)

時 学習内容 児 童に よる 教 師 に よ る 口教師の手立て

評価 評価方法 ※発展的な指導 ☆補充的な指導

第 楽 器 の よ い 相互評価 演奏 の様 子 ロばちの扱い方や打点を意識付けよい音

弓 音 色 を 見つ 観 察 ・演 奏 色 や響 きに気付 かせ る。

時 け 、 重 な る 聴取観察 ※ い ろい ろ なば ちを用意 し、音色 や 響 き

響 き を 楽 し の違 い を経 験 し、 自ら選択 で きる よ う

む 。 に す る 。

☆ 教師 との 二人組 に誘 い 、意欲 を喚起 す

る 。
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V研 究 の ま と め

研 究主題 「一人 一人 の児童 の音 楽活 動 を豊 かにす る指 導 と評価 」を追究す るに当た り、「児

童 の 自 己評価 力 、相 互評 価 力 を高 め るた めの指導 の工 夫」 「発 展的 な指 導や 補充 的な 指導 の

工夫 」 の2点 を研 究 の視 点 と し、今 年度 は 、「指導 と評価 の計 画 の工 夫 ・改 善 と活用 」 につ

いて 、 よ り具体 化 を図 る とと もに、r個 に応 じた指 導 の在 り方 」 につ いて 、授業 実銭 を通 し

て研 究 を進 めた。 そ の結果 、以 下の成 果 を得 る とと もに 、今後 の課題 が 明 らか とな った。

1研 究 の成 果

・評 価 の信 頼性や 妥 当性 を高 め るた め に、映像や 音 声 に よる記 録 を継 続的 に活 用す るこ とに

よ り、児童 が 自分 の学 習 を 客観 的 に振 り返 った り、 自分 の変 容 に気 付 いた りす る こ とがで

き、課題 を もって活動 す る様 子 が見 られ た。

・教 師 が児童 の 自己評価 力 、相 互評価 力を 高め る指 導 を行 うた めに は、学 習過 程 におい て 、

意 図 的 ・計画的 に児童 に よる評価 の場 面 を位 置付 けた り、教師 が児童 の評価 を価 値付 けた

り、視点 を明確 に した ワー クシー トを活用す るな ど して 、児 童 にフ ィー ドバ ック しなが ら、

継 続 して い くこ とが有 効 で あ った。

・発展 的 な指導 を必 要 と してい る児童 と補 充的 な指 導 を必 要 として い る児童 が一 っ の グル ー

プ で活動 す るな ど、教 師 の意 図的 な グル ー一ビン グを工夫 す る こ とに よ り、児童 の相 互評価

が生 か され 、音 楽 の質 的 な高 ま りが生 まれ た。

・毎 時 間、評価 した児童 の活 動観 察や 自己評価 カー ド等 を整理 し分 析す る ことで 、児 童 一人

一 人 の様 子や願 いが分 か り、児童 の側 に 立 った指 導 を展 開す る ことが で きた。

・どの児 童 も生か され るた めに 、難 易度 の違 う内容 が含 まれ てい る教材 を選択 す る こ とに よ

り、 一人一人 が成就 感 を もっ た り、感 動 をみ なで共 有 した りす るこ とがで きた。

2今 後の課題

本年 度 の研究 を通 して、今 後 の課 題 と して、次 の こ とが 明 らか となった。

限 られ た時 聞の 中で 一人 一人 の児 藍 を、能 力面 、情意 面 の両面 か ら評価 し、確実 に変容 さ

せ て い くた めの よ り有効 な評価 の手立 て を今 後 も継 続 して研 究 開発 してい く必 要が ある。

評価 は、児童 を よ りよ く育て る もので あ る。児 童 の よ さや 可能性 を見 いだ し、 よ りよ く変

容 させ てい くた めには 、深 い児童 理解 の 下、 よ り効 果的 な評価 方法 を さらに研 究す る こ とが

大 切 で あ る。 評価 を記録 す る こ とで授 業 の本質 を見 失 うこ とにな らな い よ う、効率 の よい評

価 方法 、指導 法、視 点 を絞 った評 価 、資料 整理 等 を し、評 価 を総括 的 な結 果 と して のみ 見 る

の で は な く、次の 指導 の改 善を模 索 して い く資料 として活 用 して いか なけれ ばな らない。

そ して 、児 童 が、 友達 との かか わ り合 い の中 で豊か な音楽 活動 を し、 自分の存在 を感 じら

れ る授 業 を展開 してい く よ う、今後 も研 究 を深 めてい くこ とが重要 で ある。
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